













本病菌は主として葉を侵害し， 5 月中下旬首が2~3 寸仁伸びた頃から発病して大被害を及ぼ
すことがある. 初め若や葉の先端が侵害されて桶色に枯れ， 間もなくその上仁次色のカピを生ずる











樹技欣に 2~3分岐して小梗をだす(第 4. 9図).その大きさは 145O~610μx15~7.2μ で平均
810x 11.9μ である. 頂端は淡色で視棒玖仁膨らみ， 頭棋に多数の分生胞子を生ずる く第3.
8図). 分生胞子は楕円形叉は卵円形で， 担子梗lこ着生する部到土小突起を有するものであり，
単胞，.2J5-骨，樹、決~色で，大きさは 14~7μx8.6~3.5μ， 平均11.3x8.2μ である(第5.
10図).本菌を 240C以下で培養するとよく菌援を形成する.菌核は円形叉は楕円形仁近い不定




上記の形態から本病は不完全菌類 Botrytis属のもので B.cinerea Pers.に相当するようであ
る.この菌は古くから知られ， 各種の作物を侵害するとされたものである. 今迄記載されたものが全
部同一種であるか否かは判然せないが筆者のアスター菌は B.cinereaとして間違はないようである.
Botrytis cinerea Pers.仁よるアスタ-(China aster， Callistφhus chinemis)の病害は
我国では記載がないが外国特に北米では各地にその発生が報ぜられている.Botrytis blight叉は










































生胞子の形成は全く認められなかった.その5日間の培養後これを集内(12月中旬)， 100， 150， 



























































2. アスター の病害として次色カピ (Botrytis)属菌仁よる被害は我国では記載がないが， 外国
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